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人事委員会規則４－５（職員の任用）第８条第１項の規定により、採用試験について次のとおり公告する。

令和８年７月14日

秋田県警察本部長 小 林 稔

１ 試験の種類、区分及び実施機関

(１) 種類

警察官採用試験

(２) 区分及び実施機関

試験区分 実 施 機 関

警察官Ａ（男性）

警察官Ａ（男性）

（ＳＰＩ枠） 秋田県警察本部

警察官Ａ（女性）

警察官Ａ（女性）

（ＳＰＩ枠）

２ 採用予定人員

試験区分 採用予定人員

警察官Ａ（男性）

警察官Ａ（男性） ５人

（注１）（ＳＰＩ枠）

うち、警察官Ａ（女性）

エリア採用警察官Ａ（女性）

若干名(注２)（ＳＰＩ枠）

（注１） 申込状況により、合格者数は採用予定人員から増減することがある。

なお、エリア採用予定人数も同様とする。

（注２） 各試験区分において県北エリア（鹿角、大館、北秋田及び能代各警察署管内）での勤務を希望する場合、

エリア採用希望の有無を選択することができる。エリア採用予定人数は、若干名とする。

３ 職務内容及び給与

(１) 職務内容

個人の生命、身体及び財産の保護、犯罪の予防、鎮圧及び捜査、被疑者の逮捕、交通の取締りその他公共の安

全及び秩序の維持の任務に従事する。

(２) 給与（秋田県の例）

初任給は、令和８年４月１日現在、原則として公安職給料表１級27号給（月額276,178円）が支給される。ま

た、職務経験等のある者については、一般職の職員の給与に関する条例（昭和28年秋田県条例第22号）等によ

り、修学年数、経歴その他の事項を勘案の上、決定される。

このほか扶養手当、住居手当、通勤手当、期末手当、勤勉手当、寒冷地手当等の諸手当がそれぞれの支給要件

に応じて支給される。

４ 受験資格

試験区分 年齢・性別 学歴

警察官Ａ（男性） 平成３年４月２日以降に生まれた男性 ア 学校教育法（昭和22年法律第26号）の規定によ

警察官Ａ（男性） 平成３年４月２日以降に生まれた男性 る大学（短期大学を除く。）を卒業した者又は令

（ＳＰＩ枠） 和９年３月31日までに卒業する見込みの者

警察官Ａ（女性） 平成３年４月２日以降に生まれた女性 イ 秋田県警察本部がアに該当する者と同等の学歴

警察官Ａ（女性） 平成３年４月２日以降に生まれた女性 を有すると認める者

（ＳＰＩ枠）

ただし、日本の国籍を有しない者及び地方公務員法（昭和25年法律第261号）第16条の規定により地方公務員と

なることができない者は、受験できない。

５ 試験の実施日、場所、方法等

(１) 第１次試験

ア 実施日

令和８年９月20日（日）

イ 場所

秋田市、大館市、大仙市

ウ 方法
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大学卒業程度の学力を問う教養試験及び論文試験を行う。ただし、「警察官Ａ（男性）（ＳＰＩ枠）」及び

「警察官Ａ（女性）（ＳＰＩ枠）」は、教養試験に代えてペーパーテスティング方式の基礎能力試験（ＳＰＩ

３）を行う。

エ 合格者の発表

令和８年10月上旬に、秋田県警察ウェブサイトに掲載するほか、合格者には書面で通知する。

(２) 第２次試験

ア 実施日（予定）

令和８年10月中旬及び同年11月上旬

イ 場所

秋田市

ウ 方法

第１次試験の合格者に対して、体力試験、口述試験、適性検査及び身体精密検査を行う。また、一定レベル

以上の外国語能力（英語、韓国語、中国語、ロシア語、ベトナム語又はタイ語）を有する、情報処理技術者試

験等の合格者であることを証する資格等を取得している、秋田県警察が委嘱しているボランティア活動の実績

がある、一定レベル以上の武道（柔道又は剣道）の段位を取得している、スポーツ部門において一定レベル以

上の大会に出場経験のある、一定レベル以上の財務知識（簿記）を有する、一定レベル以上の小型船舶操縦士

免許を取得している、大型自動車運転免許、大型自動二輪車運転免許、介護福祉士を取得している、手話通訳

技能認定試験の合格者であることを証する資格等を取得している又は一定レベル以上の無人航空機操縦士を取

得している受検者に対し、加点を行う。

(３) 資格調査

受験資格の有無、申込書記載事項の真否等について行う。

(４) 最終合格者の発表

令和８年11月下旬に、秋田県警察ウェブサイトに掲載するほか、合格者には書面で通知する。

６ 採用の方法及び予定時期

(１) 採用の方法

最終合格者は、秋田県警察の警察官Ａ（男性）及び警察官Ａ（女性）採用候補者名簿に登載され、その中から

警察本部長が採用者を決定する。ただし、令和９年３月31日までに大学等を卒業できなかった者は、採用候補者

名簿から削除される。

(２) 採用予定時期

令和９年４月１日（採用から６か月間（初任教養中の者については、その初任教養期間を終了するまでの間）

は条件付採用となり、条件付採用期間中は、身分保障、不利益処分に関する審査請求及び行政不服審査法（平成

26年法律第68号）の規定が適用されない。）

７ 受験手続

(１) 受験の申込み

受験希望者は、電子申請サービスにより申込手続をすること。

(２) 申込受付期間

令和８年７月17日（金）の午前８時30分から同年８月19日（水）の午後５時まで受け付ける。

８ その他

(１) 受験手続その他受験に関する問合せは、秋田県警察本部警務部警務課採用係（秋田市山王四丁目１番５号 電

話番号018－863－1111、採用フリーダイヤル0120－863314）又は県内の各警察署に行うこと。

(２) 試験の詳細については、受験案内を参照すること。

人事委員会規則４－５（職員の任用）第８条第１項の規定により、採用試験について次のとおり公告する。

令和８年７月14日

秋田県警察本部長 小 林 稔

１ 試験の種類、区分及び実施機関

(１) 種類

警察官採用試験
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(２) 区分及び実施機関

試験区分 実 施 機 関

警察官Ｂ（男性） 秋田県警察本部、千葉県人事委員会及び警視庁

警察官Ｂ（男性）

（ＳＰＩ枠）

警察官Ｂ（女性） 秋田県警察本部

警察官Ｂ（女性）

（ＳＰＩ枠）

２ 採用予定人員

試験区分 採用予定人員 （人）

秋田県 千葉県 警視庁

（注１）警察官Ｂ（男性） ２人 ２人

35人警察官Ｂ（男性）

（注２）（ＳＰＩ枠）

うち、警察官Ｂ（女性）

エリア採用警察官Ｂ（女性）

若干名（注３）（ＳＰＩ枠）

（注１） 警察官Ｂ（男性）（ＳＰＩ枠を除く。）の受験者は、第２志望まで選択することができる。ただし、秋田

県以外（千葉県及び警視庁）を第１志望とした場合は、秋田県を第２志望とすることはできない。

（注２） 申込状況により、合格者数は秋田県の上記採用予定人員から増減することがある。

なお、エリア採用予定人数も同様とする。

（注３） 各試験区分において県北エリア（鹿角、大館、北秋田及び能代各警察署管内）での勤務を希望する場合、

エリア採用希望の有無を選択することができる。エリア採用予定人数は、若干名とする。

３ 職務内容及び給与

(１) 職務内容

個人の生命、身体及び財産の保護、犯罪の予防、鎮圧及び捜査、被疑者の逮捕、交通の取締りその他公共の安

全及び秩序の維持の任務に従事する。

(２) 給与（秋田県の例）

初任給は、令和８年４月１日現在、原則として公安職給料表１級７号給（月額241,807円）が支給される。ま

た、職務経験等のある者については、一般職の職員の給与に関する条例（昭和28年秋田県条例第22号）等によ

り、修学年数、経歴その他の事項を勘案の上、決定される。

このほか扶養手当、住居手当、通勤手当、期末手当、勤勉手当、寒冷地手当等の諸手当がそれぞれの支給要件

に応じて支給される。

４ 受験資格

試験区分 都県 年齢・性別

警察官Ｂ（男性） 秋田県 平成３年４月２日から平成21年４月１日までに生まれた男性

千葉県 平成３年４月２日から平成21年４月１日までに生まれた男性

警視庁 平成３年４月２日から平成21年４月１日までに生まれた男性

警察官Ｂ（男性） 秋田県 平成３年４月２日から平成21年４月１日までに生まれた男性

（ＳＰＩ枠）

警察官Ｂ（女性） 秋田県 平成３年４月２日から平成21年４月１日までに生まれた女性

警察官Ｂ（女性） 秋田県 平成３年４月２日から平成21年４月１日までに生まれた女性

（ＳＰＩ枠）

ただし、日本の国籍を有しない者及び地方公務員法（昭和25年法律第261号）第16条の規定により地方公務員とな

ることができない者は、受験できない。

５ 試験の実施日、場所、方法等

(１) 第１次試験

ア 実施日

令和８年９月20日（日）

イ 場所

秋田市、大館市、大仙市

ウ 方法

高校卒業程度の学力を問う教養試験及び作文試験を行う。ただし、「警察官Ｂ（男性）（ＳＰＩ枠）」及び
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「警察官Ｂ（女性）（ＳＰＩ枠）」は、教養試験に代えてペーパーテスティング方式の基礎能力試験（ＳＰＩ

３）を行う。

エ 合格者の発表

(ア) 警察官Ｂ（男性）で志望が秋田県、警察官Ｂ（男性）（ＳＰＩ枠）及び警察官Ｂ（女性）（ＳＰＩ枠を

含む。）の場合

令和８年10月上旬に、秋田県警察ウェブサイトに掲載するほか、合格者には書面で通知する。

(イ) 警察官Ｂで志望が秋田県以外（千葉県及び警視庁）の場合

ａ 千葉県

令和８年11月上旬に、千葉県ウェブサイトに掲載する。

ｂ 警視庁

令和８年11月上旬に、警視庁から合格者に書面で通知する。

(２) 第２次試験

ア 実施日（予定）

(ア) 警察官Ｂ（男性）で志望が秋田県、警察官Ｂ（男性）（ＳＰＩ枠）及び警察官Ｂ（女性）（ＳＰＩ枠を

含む。）の場合

令和８年10月中旬及び11月中旬

(イ) 警察官Ｂで志望が秋田県以外（千葉県及び警視庁）の場合

ａ 千葉県

令和８年11月中旬

ｂ 警視庁

令和８月11月中旬

イ 場所

秋田市

ウ 方法

(ア) 警察官Ｂ（男性）で志望が秋田県、警察官Ｂ（男性）（ＳＰＩ枠）及び警察官Ｂ（女性）（ＳＰＩ枠を

含む。）の場合

第１次試験の合格者に対して、体力試験、口述試験、適性検査及び身体精密検査を行う。また、一定レ

ベル以上の外国語能力（英語、韓国語、中国語、ロシア語、ベトナム語又はタイ語）を有する、情報処理

技術者試験等の合格者であることを証する資格等を取得している、一定レベル以上の武道（柔道又は剣

道）の段位を取得している、スポーツ部門において一定レベル以上の大会に出場経験のある、一定レベル

以上の財務知識（簿記）を有する、一定レベル以上の小型船舶操縦士免許を取得している、大型自動車運

転免許、大型自動二輪車運転免許、介護福祉士を取得している、手話通訳技能認定試験の合格者であるこ

とを証する資格等を取得している又は一定レベル以上の無人航空機操縦士を取得している受験者に対し、

加点を行う。

(イ) 警察官Ｂ（男性）で志望が秋田県以外（千葉県及び警視庁）の場合

第１次試験の合格者に対して、口述試験、適性検査、体力検査及び身体検査等を行う。

(３) 資格調査

受験資格の有無、申込書記載事項の真否等について行う。

(４) 最終合格者の発表

ア 警察官Ｂ（男性）で志望が秋田県、警察官Ｂ（男性）（ＳＰＩ枠）及び警察官Ｂ（女性）（ＳＰＩ枠を含

む。）の場合

令和８年11月下旬に、秋田県警察ウェブサイトに掲載するほか、合格者には書面で通知する。

イ 警察官Ｂ（男性）で志望が秋田県以外（千葉県及び警視庁）の場合

ａ 千葉県

令和９年１月中旬に、千葉県ウェブサイトに掲載するほか、第２次試験受験者全員に書面で通知する。

ｂ 警視庁

令和９年１月下旬に、警視庁から第２次試験受験者全員に書面で通知する。

６ 採用の方法及び予定時期

(１) 採用の方法

最終合格者は、秋田県警察の警察官Ｂ（男性）及び警察官Ｂ（女性）採用候補者名簿又は合格を決定した都道

府県の警察官Ｂ採用候補者名簿に登載され、その中から当該都県の警視総監又は警察本部長が採用者を決定す

る。

(２) 採用予定時期
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令和９年４月１日（採用から６か月間（初任教養中の者については、その初任教養期間を終了するまでの間）

は条件付採用となり、条件付採用期間中は、身分保障、不利益処分に関する審査請求及び行政不服審査法（平成

26年法律第68号）の規定が適用されない。）

７ 受験手続

(１) 受験の申込み

受験希望者は、電子申請サービスにより申込手続をすること。

(２) 申込受付期間

令和８年７月17日（金）の午前８時30分から同年８月19日（水）の午後５時まで受け付ける。

８ その他

(１) 受験手続その他受験に関する問合せは、秋田県警察本部警務部警務課採用係（秋田市山王四丁目１番５号 電

話番号018－863－1111、採用フリーダイヤル0120－863314）又は県内の各警察署に行うこと。

(２) 試験の詳細については、受験案内を参照すること。

人事委員会規則４－５（職員の任用）第８条第１項の規定により、採用試験について次のとおり公告する。

令和８年７月14日

秋田県警察本部長 小 林 稔

１ 試験の種類、区分及び実施機関

(１) 種類

警察官採用試験

(２) 区分及び実施機関

試験区分 実 施 機 関

警察官Ａ（男性）

【サイバー】

秋田県警察本部
警察官Ａ（男性）

【サイバー】（ＳＰＩ枠）

警察官Ａ（女性）

【サイバー】

警察官Ａ（女性）

【サイバー】（ＳＰＩ枠）

２ 採用予定人員

試験区分 採用予定人員

警察官Ａ（男性）

【サイバー】

若干名
警察官Ａ（男性）

【サイバー】（ＳＰＩ枠）

警察官Ａ（女性）

【サイバー】

警察官Ａ（女性）

【サイバー】（ＳＰＩ枠）

３ 職務内容及び給与

(１) 職務内容

個人の生命、身体及び財産の保護、犯罪の予防、鎮圧及び捜査、被疑者の逮捕、交通の取締りその他公共の安

全及び秩序の維持の任務に従事する。ただし、採用時教養終了後、警察本部又は警察署の捜査部門へ優先的に配

置されるものとする。

(２) 給与（秋田県の例）

初任給は、令和８年４月１日現在、原則として公安職給料表１級27号給（月額276,178円）が支給される。ま

た、職務経験等のある者については、一般職の職員の給与に関する条例（昭和28年秋田県条例第22号）等によ

り、修学年数、経歴その他の事項を勘案の上、決定される。
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このほか扶養手当、住居手当、通勤手当、期末手当、勤勉手当、寒冷地手当等の諸手当がそれぞれの支給要件

に応じて支給される。

４ 受験資格

試験区分 年齢・性別 学歴

警察官Ａ（男性） 平成３年４月２日以降に生まれた男性 ア 学校教育法（昭和22年法律第26号）の

【サイバー】 規定による大学（短期大学を除く。）を

警察官Ａ（男性） 卒業した者又は令和９年３月31日までに

【サイバー】（ＳＰＩ枠） 卒業する見込みの者

警察官Ａ（女性） 平成３年４月２日以降に生まれた女性 イ 秋田県警察本部がアに該当する者と同

【サイバー】 等の学歴を有すると認める者

警察官Ａ（女性）

【サイバー】（ＳＰＩ枠）

ただし、日本の国籍を有しない者及び地方公務員法（昭和25年法律第261号）第16条の規定により地方公務員と

なることができない者は、受験できない。

５ 試験の実施日、場所、方法等

(１) 第１次試験

ア 実施日

令和８年９月20日（日）

イ 場所

秋田市

ウ 方法

大学卒業程度の学力を問う教養試験、論文試験及び専門試験を行う。ただし、「警察官Ａ（男性）【サイ

バー】（ＳＰＩ枠）」及び「警察官Ａ（女性）【サイバー】（ＳＰＩ枠）」は、教養試験に代えてペーパーテ

スティング方式の基礎能力試験（ＳＰＩ３）を行う。

エ 合格者の発表

令和８年10月上旬に、秋田県警察ウェブサイトに掲載するほか、合格者には書面で通知する。

(２) 第２次試験

ア 実施日（予定）

令和８年10月中旬及び11月上旬

イ 場所

秋田市

ウ 方法

第１次試験の合格者に対して、体力試験、口述試験、適性検査及び身体精密検査を行う。また、一定レベル

以上の外国語能力能力（英語、韓国語、中国語、ロシア語、ベトナム語又はタイ語）を有する、情報処理技術

者試験等の合格者であることを証する資格等を取得している、秋田県警察が委嘱しているボランティアの実績

がある、一定レベル以上の武道（柔道又は剣道）の段位を取得している、スポーツ部門において一定レベル以

上の大会に出場経験のある、一定レベル以上の財務知識（簿記）を有する、一定レベル以上の小型船舶操縦士

免許を取得している、大型自動車運転免許、大型自動二輪車運転免許、介護福祉士を取得している、手話通訳

技能認定試験の合格者であることを証する資格等を取得している又は一定レベル以上の無人航空機操縦士を取

得している受験者に対し、加点を行う。

(３) 資格調査

受験資格の有無、申込書記載事項の真否等について行う。

(４) 最終合格者の発表

令和８年11月下旬に、秋田県警察ウェブサイトに掲載するほか、合格者には書面で通知する。

６ 採用の方法及び予定時期

(１) 採用の方法

最終合格者は、秋田県警察の警察官Ａ（男性）【サイバー】及び警察官Ａ（女性）【サイバー】採用候補者名

簿に登載され、その中から警察本部長が採用者を決定する。ただし、令和９年３月31日までに大学等を卒業でき

なかった者は、採用候補者名簿から削除される。

(２) 採用予定時期

令和９年４月１日（採用から６か月間（初任教養中の者については、その初任教養期間を終了するまでの間）

は条件付採用となり、条件付採用期間中は、身分保障、不利益処分に関する審査請求及び行政不服審査法（平成

26年法律第68号）の規定が適用されない。）
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７ 受験手続

(１) 受験の申込み

受験希望者は、電子申請サービスにより申込手続をすること。

(２) 申込受付期間

令和８年７月17日（金）の午前８時30分から同年８月19日（水）の午後５時まで受け付ける。

８ その他

(１) 受験手続その他受験に関する問合せは、秋田県警察本部警務部警務課採用係（秋田市山王四丁目１番５号 電

話番号018－863－1111、採用フリーダイヤル0120－863314）又は県内の各警察署に行うこと。

(２) 試験の詳細については、受験案内を参照すること。

人事委員会規則４－５（職員の任用）第８条第１項の規定により、採用試験について次のとおり公告する。

令和８年７月14日

秋田県警察本部長 小 林 稔

１ 試験の種類、区分及び実施機関

(１) 種類

警察官採用試験

(２) 区分及び実施機関

試験区分 実 施 機 関

警察官Ｂ（男性）

【サイバー】

警察官Ｂ（男性）

秋田県警察本部
【サイバー】（ＳＰＩ枠）

警察官Ｂ（女性）

【サイバー】

警察官Ｂ（女性）

【サイバー】（ＳＰＩ枠）

２ 採用予定人員

試験区分 採用予定人員

警察官Ｂ（男性）

【サイバー】

警察官Ｂ（男性）

若干名
【サイバー】（ＳＰＩ枠）

警察官Ｂ（女性）

【サイバー】

警察官Ｂ（女性）

【サイバー】（ＳＰＩ枠）

３ 職務内容及び給与

(１) 職務内容

個人の生命、身体及び財産の保護、犯罪の予防、鎮圧及び捜査、被疑者の逮捕、交通の取締りその他公共の安

全及び秩序の維持の任務に従事する。ただし、採用時教養終了後、警察本部又は警察署の捜査部門へ優先的に配

置されるものとする。

(２) 給与（秋田県の例）

初任給は、令和８年４月１日現在、原則として公安職給料表１級７号給（月額241,807円）が支給される。ま

た、職務経験等のある者については、一般職の職員の給与に関する条例（昭和28年秋田県条例第22号）等によ

り、修学年数、経歴その他の事項を勘案の上、決定される。

このほか扶養手当、住居手当、通勤手当、期末手当、勤勉手当、寒冷地手当等の諸手当がそれぞれの支給要件

に応じて支給される。

４ 受験資格
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試験区分 年齢・性別

警察官Ｂ（男性） 平成３年４月２日から平成21年４月１日までに生まれた男性

【サイバー】

警察官Ｂ（男性）

【サイバー】（ＳＰＩ枠）

警察官Ｂ（女性） 平成３年４月２日から平成21年４月１日までに生まれた女性

【サイバー】

警察官Ｂ（女性）

【サイバー】（ＳＰＩ枠）

ただし、日本の国籍を有しない者及び地方公務員法（昭和25年法律第261号）第16条の規定により地方公務員とな

ることができない者は、受験できない。

５ 試験の実施日、場所、方法等

(１) 第１次試験

ア 実施日

令和８年９月20日（日）

イ 場所

秋田市

ウ 方法

高校卒業程度の学力を問う教養試験、作文試験及び専門試験を行う。ただし、「警察官Ｂ（男性）【サイ

バー】（ＳＰＩ枠）」及び「警察官Ｂ（女性）【サイバー】（ＳＰＩ枠）」は、教養試験に代えてペーパーテ

スティング方式の基礎能力試験（ＳＰＩ３）を行う。

エ 合格者の発表

(２) 第２次試験

ア 実施日（予定）

令和８年10月中旬及び11月上旬

イ 場所

秋田市

ウ 方法

第１次試験の合格者に対して、体力試験、口述試験、適性検査及び身体精密検査を行う。また、一定レベル

以上の外国語能力（英語、韓国語、中国語、ロシア語、ベトナム語又はタイ語）を有する、情報処理技術者試

験等の合格者であることを証する資格等を取得している、一定レベル以上の武道（柔道又は剣道）の段位を取

得している、スポーツ部門において一定レベル以上の大会に出場経験のある、一定レベル以上の財務知識（簿

記）を有する、一定レベル以上の小型船舶操縦士免許を取得している、大型自動車運転免許、大型自動二輪車

運転免許、介護福祉士を取得している、手話通訳技能認定試験の合格者であることを証する資格等を取得して

いる又は一定レベル以上の無人航空機操縦士を取得している受験者に対し、加点を行う。

(３) 資格調査

受験資格の有無、申込書記載事項の真否等について行う。

(４) 最終合格者の発表

令和８年11月下旬に、秋田県警察ウェブサイトに掲載するほか、合格者には書面で通知する。

６ 採用の方法及び予定時期

(１) 採用の方法

最終合格者は、秋田県警察の警察官Ｂ（男性）【サイバー】及び警察官Ｂ（女性）【サイバー】採用候補者名

簿に登載され、その中から警察本部長が採用者を決定する。

(２) 採用予定時期

令和９年４月１日（採用から６か月間（初任教養中の者については、その初任教養期間を終了するまでの間）

は条件付採用となり、条件付採用期間中は、身分保障、不利益処分に関する審査請求及び行政不服審査法（平成

26年法律第68号）の規定が適用されない。）

７ 受験手続

(１) 受験の申込み

受験希望者は、電子申請サービスにより申込手続をすること。

(２) 申込受付期間

令和８年７月17日（金）の午前８時30分から同年８月19日（水）の午後５時まで受け付ける。

８ その他
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(１) 受験手続その他受験に関する問合せは、秋田県警察本部警務部警務課採用係（秋田市山王四丁目１番５号 電

話番号018－863－1111、採用フリーダイヤル0120－863314）又は県内の各警察署に行うこと。

(２) 試験の詳細については、受験案内を参照すること。


